
　
県 議 会 は 、 令 和 四 年 二 月 定

例 会 を 二 月 十 六 日 か ら 三 月 二十 三 日 ま で の 三 十 六 日 間 の 日程 で 開 催 し ま し た 。　
二 月 十 六 日 の 開 会 日 で は 、

長 崎 幸 太 郎 知 事 は 、 総 額 五 千四 百 六 十 七 億 四 千 四 百 四 十 七万 四 千 円 の 令 和 四 年 度 一 般 会計 当 初 予 算 案 な ど を 提 出 。 提案 理 由 説 明 で 「 任 期 の 最 終 年度 で あ り 、 集 大 成 と な る 重 要な 年 」 と し た う え で 、  「 県 の 前進 へ の 足 取 り を 確 固 た る も のと し 、 そ の 速 度 を 速 め て い く 」と 強 調 し ま し た 。　
ま た 、 当 初 予 算 案 に つ い て は

「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス を 乗 り 越え 、 山 梨 の 可 能 性 を 生 か し 切る 予 算 を 編 成 し た 」 と の 考 えを 示 し ま し た 。　
知 事 の 説 明 を 受 け て 二 月 二

十 四 日 、 二 十 五 日 、 二 十 八 日 、三 月 一 日 の 四 日 間 、 代 表 ・ 一般 質 問 を 行 い ま し た 。  （ 詳 報 は二 面 ）　
三 月 一 日 の 本 会 議 で は 、 ロ シ

ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に 対し て 厳 重 に 抗 議 し 、 ロ シ ア 軍の 即 時 撤 退 等 を 求 め る 決 議 を 、

全 会 一 致 で 可 決 し ま し た 。　
ま た 同 日 、 令 和 四 年 度 一 般

会 計 当 初 予 算 案 な ど を 審 査 する 予 算 特 別 委 員 会 を 設 置 し まし た 。　
三 月 四 日 の 本 会 議 で は 、 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 関 連 予算 な ど を 盛 り 込 ん だ 総 額 五 百七 十 二 億 千 五 百 十 五 万 四 千 円の 令 和 三 年 度 一 般 会 計 補 正 予算 案 、 県 有 地 賃 料 の 見 直 し に伴 い 減 免 措 置 を 適 用 す る 恩 賜県 有 財 産 貸 付 料 の 減 額 案 な どを 可 決 、 承 認 し ま し た 。　
三 月 七 日 か ら 十 日 に は 総 務 、

教 育 厚 生 、 農 政 産 業 観 光 、 土木 森 林 環 境 の 四 常 任 委 員 会 を開 催 し 、 付 託 案 件 や 所 管 事 項の 審 査 を 行 い ま し た 。  （ 詳 報 は三 面 ）　
三 月 二 十 三 日 の 本 会 議 で は 、

令 和 四 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算案 を 賛 成 多 数 で 可 決 し ま し た 。　
ま た 、 や ま な し 子 ど も 条 例 、

山 梨 県 主 要 農 作 物 種 子 条 例 、 公共 施 設 の ト イ レ 等 の 環 境 整 備に 関 す る 政 策 提 言 、 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス の ワ ク チ ン 未 接 種者 等 へ の 差 別 や 偏 見 を 防 ぐ 対策 や 、 自 殺 防 止 対 策 の 強 化 を国 に 対 し て 求 め る 意 見 書 な どを 可 決 、 同 意 し ま し た 。
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二 月 定 例 会 の 概 要

長 崎 知 事 に 「 や ま な し 子 ど も 条 例 」 「 公 共 施 設 の ト イ レ 等 の 環 境 整 備 に 関 す る 政 策 提 言 」 を 手 交

（ 左 か ら 佐 野 弘 仁 議 員 、 桜 本 広 樹 議 長 、 長 崎 幸 太 郎 知 事 、 杉 山 肇 副 議 長 、 飯 島 修 議 員 、 猪 股 尚 彦 議 員 ）

み ど り の 女 神 が 表 敬 訪 問
日 本 航 空 高 等 学 校 男 子 バ レ ー ボ ー ル 部

「 第 7 4 回 全 日 本 バ レ ー ボ ー ル 高 等 学 校 選 手 権 大 会 」 優 勝 報 告

県 議 会
　 ト ピ ッ ク ス

　  1  月  1 9  日 、 第  7 4  回  全

日 本  バ レ ー ボ ー ル 高  等 学

校 選 手 権 大 会 に お い て 優

勝 さ れ た 日 本 航 空 高 等 学

校  男 子 バ レ ー ボ ー ル  部 関

係 者 の 皆 様 が 桜 本 議 長 を

表  敬  訪 問 し 、 優  勝  報 告 を

行  い ま し た  。

　 3 月 2 2 日 、 2 0 2 2 ミ ス 日 本

み ど り の 女 神 の 成 田 愛 純 さ

ん が 来 県 さ れ 、 桜 本 議 長 を 表

敬 訪 問 さ れ ま し た 。 成 田 さ ん

は 森 林 や 林 業 へ の 理 解 を 深

め る た め の 活 動 の 一 環 と し

て 、 南 部 町 森 林 組 合 な ど を 視

察 さ れ ま し た 。

議 員 発 議 に よ る  「 や ま な し 子 ど も 条 例 」  「 公 共 施 設の ト イ レ 等 の 環 境 整 備 に 関 す る 政 策 提 言 」  を 可 決
　
三 月 二 十 三 日 、 議 員 発 議 に

よ る  「 や ま な し 子 ど も 条 例 」  「 公共 施 設 の ト イ レ 等 の 環 境 整 備に 関 す る 政 策 提 言 」 を 本 会 議で 可 決 し た こ と か ら 、 正 副 議長 と 各 条 例 案 等 作 成 委 員 会 の正 副 委 員 長 が 知 事 に 条 例 と 提

言 を 手 交 し 、 条 例 に 基 づ い た施 策 の 推 進 や 提 言 の 政 策 へ の十 分 な 反 映 を 求 め ま し た 。　
な お 、 条 例 の 趣 旨 や 内 容 、 提

言 内 容 に つ い て は 、 県 議 会 のホ ー ム ペ ー ジ で 紹 介 し て お りま す の で ご 覧 く だ さ い 。



整 備
●

	 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 に お け る教 員 の 指 導 力 の 向 上
●

	 日 川 高 校 グ ラ ウ ン ド の 人 工 芝 生化 の 取 り 組 み
●

	 職 員 の 自 己 肯 定 感 の 向 上 に 向 けた 人 事 評 価 制 度 の 活 用
●

	 市 町 村 に よ る 森 林 経 営 管 理 へ の強 力 な 支 援
●

	 米 国 産 ス モ モ の 輸 入 拡 大 を 踏 まえ た 県 内 産 地 へ の 対 応 の 強 化
●

	 稲 作 農 業 の さ ら な る 振 興
●

	 河 川 漁 業 の 振 興
●

	 小 中 学 校 に お け る 通 級 に よ る 指導 の 充 実 促 進
●

	 健 康 寿 命 延 伸 の た め の 取 り 組 み
●

	 地 域 に お け る 児 童 虐 待 防 止 対 策
●

	 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に向 け た 市 町 村 の 支 援
●

	 鎌 田 川 の 治 水 対 策
●

	 県 道 甲 府 市 川 三 郷 線 の 無 電 柱 化
●

	 教 員 の 働 き 方 改 革 の 現 状 と 今 後の 取 り 組 み
●

	 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 の 推 進
●

	 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感染 第 六 波 に お け る 臨 時 特 別 協 力要 請
●

	 免 疫 消 失 患 者 の 各 種 予 防 接 種 の再 接 種
●

	 地 下 水 に 着 目 し た 法 定 外 税
●

	 第 五 次 男 女 共 同 参 画 計 画
●

	 荒 廃 農 地 対 策
●

	 山 梨 ワ イ ン 産 地 確 立 推 進 計 画
●

	 蛍 見 橋 の 架 け 替 え と 笛 吹 市 内 の橋 梁 耐 震 化 の 状 況
●

	 濁 川 流 域 の 治 水 対 策 及 び グ リ ーン イ ン フ ラ の 取 り 組 み
●

	 ｉ ‐ Ｃ ｏ ｎ ｓ ｔ ｒ ｕ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ

の 推 進
・

	 こ す も す 教 室 の 廃 止 に 伴 う い じめ ・ 不 登 校 等 へ の 対 策
・

	 デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ の 取 り 組 み
・

	 県 有 林 の 貸 付 賃 料
●

	 観 光 産 業 の 回 復 に 向 け た 取 り 組み
●

	 無 形 の 文 化 資 源 の 観 光 振 興 へ の活 用
●

	 持 続 可 能 な 救 急 医 療 体 制 の 整 備
●

	 循 環 器 病 対 策 推 進 計 画
●

	 捕 獲 し た ニ ホ ン ジ カ の 有 効 活 用
●

	 新 規 就 農 者 の 確 保 ・ 育 成
●

	 ４ パ ー ミ ル ・ イ ニ シ ア チ ブ 農 産物 の ブ ラ ン ド 化
●

	 地 域 に お け る 自 主 防 犯 団 体 の 活性 化
●

	 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策
●

	 重 度 心 身 障 害 者 医 療 費 助 成 制 度
●

	 子 育 て 支 援
●

	 医 療 ・ 福 祉 の 充 実
●

	 ジ ェ ン ダ ー 平 等
●

	 県 有 地 問 題
●

	 ブ ラ ン ド 戦 略
●

	 県 民 文 化 祭 第 二 十 回 記 念 事 業 を契 機 と し た 文 化 芸 術 の 振 興
●

	 男 女 共 同 参 画 の 取 り 組 み の 充 実強 化
●

	 子 宮 頸 が ん 検 診
●

	 高 齢 者 虐 待 の 防 止
●

	 県 産 農 畜 水 産 物 の 販 路 拡 大
●

	 本 県 果 樹 農 業 の 地 球 温 暖 化 へ の対 応
●

	 学 校 現 場 に お け る 女 性 管 理 職 の登 用 の 取 り 組 み
●

	 県 立 図 書 館
●

	 県 有 地 問 題

●

	 県 立 産 業 技 術 短 期 大 学 校 に お ける 産 業 人 材 の 育 成
●

	 ヤ ン グ ケ ア ラ ー へ の 支 援
●

	 湯 村 温 泉 ・ 昇 仙 峡 の 観 光 振 興
●

	 未 来 を 見 据 え た 農 業 教 育 の 取 り組 み
●

	 消 防 団 員 の 確 保 に 向 け た 処 遇改 善
●

	 一 般 廃 棄 物 の リ サ イ ク ル の 推 進
●

	 大 学 生 等 の 県 内 定 着 促 進
●

	 気 候 変 動 に 対 応 し た 果 樹 農 業 にお け る 技 術 の 確 立 と 普 及
●

	 甲 斐 市 に お け る 土 砂 災 害 対 策
●

	 学 校 現 場 に お け る い じ め 対 策
●

	 刑 法 犯 の 認 知 ・ 検 挙 状 況
●

	 Ｐ ２ Ｇ シ ス テ ム の 輸 出 事 業 に 向け た 資 金 調 達
●

	 ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 の 強 化
●

	 労 使 共 同 に よ る 地 域 経 済 の 活性 化
●

	 県 の ジ ビ エ 振 興
●

	 県 立 高 校 の 生 徒 用 端 末 の Ｂ Ｙ ＯＤ
●

	 都 市 計 画 道 路 和 戸 町 竜 王 線 の 四車 線 化
●

	 Ｍ Ｔ Ｂ を 使 っ た 森 林 空 間 の 利 活用
●

	 Ｊ Ｒ 中 央 線 の 利 便 性 向 上
●

	 ウ ィ ズ コ ロ ナ 時 代 の 移 住 促 進 の取 り 組 み
●

	 保 育 士 確 保 に 向 け た 取 り 組 み
●

	 西 沢 渓 谷 歩 道 の 整 備
●

	 県 道 甲 府 山 梨 線 八 幡 バ イ パ ス の

や 　 ま 　 な 　 し 　 県 　 議 　 会 　 だ 　 よ 　 り 　 令 和 ４ 年 （ 2 0 2 2 年 ）4 月 2 9 日 （ 金 ） 　 （ 2 ）

　
一 般 質 問

２ 月 定 例 県 議 会 で は 、2  月 2 4  日 、2 5  日 、2 8  日 、3  月 1  日 の 4  日 間 に わ た り 、 代 表 、 一 般 各 質 問 を 行 い ま し た 。

各  議  員  の  質  問  項  目  は  次  の  と  お り で  す 。

可 決 ・ 同 意 ・ 承 認 さ れ た 主 な 議 案
・

	 や ま な し 子 ど も 条 例 制 定 の 件
・ 山 梨 県 主 要 農 作 物 種 子 条 例 制 定 の 件・ 山 梨 県 議 会 委 員 会 条 例 中 改 正 の 件・ 公 共 施 設 の ト イ レ 等 の 環 境 整 備 に 関 す る 政 策

提 言
・ 令 和 四 年 度 山 梨 県 一 般 会 計 予 算・ 令 和 四 年 度 山 梨 県 恩 賜 県 有 財 産 特 別 会 計 予 算・ 普 通 財 産 貸 付 料 減 額 の 件・ 権 利 放 棄 の 件・ 恩 賜 県 有 財 産 貸 付 料 減 額 の 件・ 令 和 三 年 度 山 梨 県 一 般 会 計 補 正 予 算・ 令 和 三 年 度 山 梨 県 恩 賜 県 有 財 産 特 別 会 計 補 正

予 算
・ 令 和 四 年 度 山 梨 県 一 般 会 計 補 正 予 算・ 令 和 三 年 度 山 梨 県 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 専 決 ）・ 山 梨 県 名 誉 県 民 の 選 定 に つ い て 同 意 を 求 め る

の 件
・ 山 梨 県 教 育 委 員 会 教 育 長 の 任 命 に つ い て 同 意

を 求 め る の 件
・ 山 梨 県 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ い て 同 意 を

求 め る の 件可 決 さ れ た 意 見 書 ・ 決 議
・

	 ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に 対 し て 厳 重 に抗 議 し 、 ロ シ ア 軍 の 即 時 撤 退 等 を 求 め る 決 議
・ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の ワ ク チ ン 未 接 種 者 等 へ

の 差 別 や 偏 見 を 防 ぐ 対 策 を 求 め る 意 見 書
・ 自 殺 防 止 対 策 の 強 化 を 求 め る 意 見 書

採 択 さ れ た 請 願
・

	 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の ワ ク チ ン 未 接 種 者 等 への 差 別 や 偏 見 を 防 ぐ 対 策 に つ い て議 案 に 対 す る 各 会 派 の 賛 否 （ 起 立 採 決 と な っ た 主 な 議 案 ）

議 案 の 名 称

審 議 日 審 議 結 果
自 民 党 誠 心 会自 由 民 主 党  ・  山 梨未 来 や ま な し自 由 民 主 党新緑の会 公明党 日 本 共 産 党リ ベ ラ ル 山 梨自 民 党 青 雲 会

知 事 提 出 議 案

第 4 7 号
（  令 和 ３ 年 度 山 梨 県 一 般

会 計 補 正 予 算 ）
3 月  4 日

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

第 4 8 号
（  令 和 ３ 年 度 山 梨 県 恩 賜 県

有 財 産 特 別 会 計 補 正 予 算 ）
可 決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

第 2 1 号
（  令 和 ４ 年 度 山 梨 県 一 般

会 計 予 算 ）
3 月 2 3 日

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

第 2 2 号
（  令 和 ４ 年 度 山 梨 県 恩 賜

県 有 財 産 特 別 会 計 予 算 ）
可 決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

○ ： 賛 成 　 　 × ： 反 対

そ の 他 の 議 案 を 含め た 議 員 別 の 賛 否は ホ ー ム ペ ー ジ でご 覧 い た だ け ま す 。

● 令 和 四 年 度 当 初 予 算 編 成 と 今 後 の 財 政 運 営 の 基 本 的 な考 え 方
● 新 型 コ  ロ ナ ウ イ ル  ス 感 染 症 に 係 る 医 療 提 供 体 制 の 確 保

● ス ポ ー ツ  コ ミ  ッ  シ  ョ  ン
● 男 女 共 同 参 画 の 推 進

● リ ニ  ア や ま な し ビ ジ  ョ  ン の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み
● 県 民 の 生 命 ・ 財 産 を 守 る た め の 防 災 対 策

● 自 殺 防 止 対 策 の 推 進
● ス  マ ー ト 林 業 の 推 進

● 生 活 環 境 の 保 全 に 向 け た 取 り 組 み
● 水 素 ・ 燃 料 電 池 関 連 産 業 の 基 幹 産 業 化 に 向 け た 取 り 組 み

● ア フ タ ー コ  ロ ナ の 観 光 振 興
● 新 た な 御 坂 ト ン ネ ル  の 整 備

● 世 界 を 視 野 に 活 躍 で き る 高 校 生 の 育 成
● サ イ バ ー 犯 罪 等 の 現 状 と 対 策

● 新 型 コ  ロ ナ ウ イ ル  ス ワ ク チ ン の 接 種
● ス ポ ー ツ の 推 進

● 女 性 活 躍 の 推 進
● デ ジ タ ル  ・ ト ラ ン ス フ  ォ  ー メ ー シ  ョ  ン の 推 進

● 地 域 コ ミ  ュ  ニ  テ  ィ  の 強 化
● 医 療 的 ケ ア 児 者  へ  の 支 援 の 充 実 ・ 強 化

● 保 育 の 質 の 向 上 に 向 け た 環 境 づ く り
● カ ー ボ ン  ニ  ュ  ー ト ラ ル  の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み

● 技 術 系 人 材 の 確 保 ・ 育 成
● 日 本 遺 産 の 観 光 振 興 に お け る 活 用 状 況

● 有 機 農 業 の 推 進
● ４ パ ー ミ ル  ・ イ ニ  シ ア チ ブ の 今 後 の 推 進

● 教 員 の 多 忙 化 改 善 に 向 け た 取 り 組 み

● 令 和 四 年 度 当 初 予 算
● 現 下 の 感 染 状 況 を 踏 ま え た 感 染 防 止 対 策 の 強 化

● 看 護 職 員 の 育 成 ・ 確 保
● 障 害 者 就 労 支 援 施 設 の 工 賃 向 上

● ス ポ ー ツ に よ る 地 域 活 性 化 に 向 け た 取 り 組 み
● 二 拠 点 居 住 の 推 進

● メ デ ィ カ ル ・ デ バ イ ス ・ コ リ ド ー 構 想 に よ る 企 業 支 援の 充 実
● 文 化 立 県 に 向 け た 戦 略

● 山 岳 を 活 用 し た 観 光 振 興
● 富 士 山 に 関 す る 災 害 対 策

● 北 富 士 演 習 場 を 巡 る 地 元 要 望 へ の 対 応
● 県 有 林 の 貸 付 料 改 定

● 学 校 に お け る い じ め ・ 不 登 校 や ヤ ン グ ケ ア ラ ー な ど の問 題 を 抱 え る 児 童 生 徒 へ の 支 援

自 民 党 誠 心 会

　
白 壁

 賢 一

自 由 民 主 党 ・ 山 梨

　
早 川

 　
浩

自 由 民 主 党 新 緑 の 会

　
流 石

 恭 史

未 来 や ま な し

　
山 田

 七 穂

代 表 質 問

● 新 た な グ リ ー ン ・ ゾ ー ン 認 証 制 度 の 構 築
● 食 文 化 の 継 承

● ふ る さ と 納 税 の 推 進
● 令 和 元 年 に 発 生 し た 台 風 第 十 九 号 の 災 害 対 応 の 検 証を 踏 ま え た 取 組

● 高 齢 者 の フ レ イ ル 予 防 の 推 進
● 障 害 者 の 雇 用 促 進

● 木 質 バ イ オ マ ス の 利 用 促 進
● 二 〇 五 〇 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け た 太 陽 光 発電 の 導 入

● 家 畜 伝 染 病 の 防 疫 対 策
● 山 梨 県 と 東 京 圏 を 結 ぶ 県 管 理 道 路 を 含 め た 強 靱 化

● 建 設 資 材 の 価 格 高 騰 に 対 す る 対 応
● 少 人 数 教 育 導 入 の 効 果 等 の 検 証

● 高 齢 者 の 交 通 事 故 防 止 対 策

猪 股

 尚 彦

（
自 民 党 誠 心 会

）

藤 本

 好 彦

（ 未 来 や ま な し ）

杉 原

 清 仁

（ 自 由 民 主 党	

新 緑 の 会 ）

小 越

 智 子

（ 日 本 共 産 党 ）飯 島

　

 修

（ リ ベ ラ ル 山 梨 ）

鷹 野

 一 雄

（
自 民 党 誠 心 会

）

志 村

 直 毅

（ 自 民 党 誠 心 会 ）

宮 本

 秀 憲

（
自 由 民 主 党 ・ 山 梨

）

乙 黒

 泰 樹

（ 自 民 党 誠 心 会 ） 山 田

 一 功

（ 自 民 党 誠 心 会 ）



　

  な ぜ 、 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 の 処 理

を 行 う 必 要 が あ る の か 。　
ま た 、 県 内 の 処 理 状 況 は ど

の よ う に な っ て い る の か 。　

  昭 和 四 十 三 年 の 「 カ ネ ミ 油

症 事 件 」 に よ り 、 Ｐ Ｃ Ｂ の 人体 へ の 悪 影 響 が 確 認 さ れ た ため 、 平 成 十 三 年 に Ｐ Ｃ Ｂ 特 別措 置 法 が 施 行 さ れ 、 法 で 定 めた 期 限 内 に す べ て の Ｐ Ｃ Ｂ 廃棄 物 を 処 理 す る こ と と さ れ た 。県 で は 、 平 成 十 八 年 に 「 山 梨県 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 計 画 」 を策 定 し 、 県 内 の Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物の 確 実 か つ 適 正 な 処 理 を 推 進し て き た と こ ろ で あ る 。 変 圧器 ・ コ ン デ ン サ ー に つ い て は 、

保 管 事 業 者 に 対 し て 立 入 検 査や 報 告 徴 収 に よ る 指 導 を 行 い 、特 例 に よ る 処 理 期 限 で あ る 、来 年 度 末 ま で に は 、 全 て の 処理 が 終 了 す る 見 込 み で あ る 。な お 、 処 理 責 任 者 が 、 不 存 在等 で あ る 二 件 に つ い て は 、 ＰＣ Ｂ 特 別 措 置 法 第 十 三 条 に 基づ き 、 行 政 代 執 行 に よ る 処 理を 行 う こ と と し て い る 。【 そ の 他 の 主 な 質 問 事 項 】・

	 ス マ ー ト 林 業 推 進 事 業 費
・ 良 好 な 生 活 環 境 保 全 対 策 検

討 事 業 費
・ や ま な し 景 観 ま ち づ く り モ

デ ル 事 業 費
・ 空 き 家 対 策 総 合 事 業 費・ 山 梨 県 恩 賜 県 有 財 産 特 別 会

計 予 算

　

  防 犯 カ メ ラ 設 置 事 業 と は ど

の よ う な 事 業 な の か 。　
ま た 、 防 犯 カ メ ラ を 設 置 ・

運 用 す る 際 は 、 個 人 の プ ラ イバ シ ー の 侵 害 に 配 慮 す る こ とが 必 要 に な る と 思 う が 、 ど う考 え て い る か 。　

  こ の 事 業 は 、 県 民 が 安 全 安

心 に 暮 ら せ る 、 犯 罪 の 起 こ りに く い 社 会 づ く り を 推 進 す るた め 、 防 犯 カ メ ラ を 設 置 し て 、地 域 の 防 犯 活 動 に 取 り 組 も うと す る 市 町 村 や 自 治 会 等 に 対し 、 初 期 費 用 の 二 分 の 一 を 補助 す る も の で あ る 。　
ま た 、 個 人 の プ ラ イ バ シ ー

の 侵 害 に 関 し て は 、 十 分 に 配

慮 す る 必 要 が あ る と 考 え て いる 。 防 犯 カ メ ラ の 有 効 性 と プラ イ バ シ ー の 保 護 と の 調 和 を図 り 、 個 人 の プ ラ イ バ シ ー が不 当 に 侵 害 さ れ る こ と の な いよ う 、 本 事 業 に 関 す る ガ イ ドラ イ ン を 策 定 し 、 申 請 者 に これ を 遵 守 し て 運 用 す る よ う に指 導 助 言 を 徹 底 し て い き た い 。【 そ の 他 の 主 な 質 問 事 項 】・

	 男 女 共 同 参 画 推 進 費 の う ち地 域 活 動 活 性 化 促 進 事 業 費
・

	 Ｄ Ｘ 人 材 育 成 事 業 費
・

	 ス ポ ー ツ コ ミ ッ シ ョ ン 事 業費 補 助 金 （ 地 方 創 生 ）
・

	 防 災 拠 点 等 再 編 ・ 整 備 事 業費
・ 地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 費

　

  山 梨 県 Ｃ Ｄ Ｃ で は 、 有 事 に

即 応 で き る 専 門 人 材 と 中 長 期的 な 視 点 に 立 っ た 専 門 人 材 の育 成 を 目 標 に 掲 げ て い る が 、ど の よ う な 考 え 方 で 感 染 症 専門 人 材 を 養 成 し て い く の か 。　

  本 県 に お け る 感 染 症 専 門 医

は 現 在 一 名 と な っ て お り 、 全国 的 に 見 て 最 低 水 準 で あ る こと か ら 、 感 染 症 専 門 医 の 養 成確 保 は 喫 緊 の 課 題 と 認 識 し てい る 。 感 染 症 専 門 医 は 、 初 期研 修 及 び 専 門 研 修 を 経 た 後 、日 本 感 染 症 学 会 が 定 め る 認 定研 修 施 設 で 三 年 間 の 高 度 研 修を 経 て 、 初 め て 専 門 医 の 試 験資 格 が 付 与 さ れ る 。 そ の た め 、

五 年 間 、 山 梨 大 学 に 寄 附 講 座を 設 置 す る こ と に よ り 、 三 人の 試 験 有 資 格 者 を 養 成 し て いく 。 ま た 、 現 在 、 県 立 中 央 病院 は 日 本 感 染 症 学 会 が 定 め る認 定 研 修 施 設 と な っ て い る こと か ら 、 研 修 受 講 者 を 募 集 する た め の ホ ー ム ペ ー ジ の 改 修や 研 修 に 必 要 な 機 器 整 備 に 対し て 助 成 を し 、 今 後 五 年 間 で 、さ ら に 二 人 の 専 門 医 試 験 有 資格 者 の 養 成 を 図 っ て い く 。【 そ の 他 の 主 な 質 問 事 項 】・

	 持 続 可 能 な 救 急 医 療 体 制 整備 事 業 費
・

	 保 育 士 ・ 保 育 所 支 援 セ  ン  タ ー設 置 事 業 費
・

	 教 科 担 任 制 推 進 事 業 費
・

	 少 人 数 教 育 効 果 検 証 事 業 費

　

  本 事 業 は 具 体 的 に ど の よ う

な 内 容 な の か 。　
ま た 、 補 助 事 業 の 対 象 と す

る モ デ ル を ど の よ う に 選 定 して い く の か 。　

  本 事 業 は 、 観 光 資 源 と し

て の 高 い ポ テ ン シ ャ ル を 有 する 、 地 域 に 眠 る 無 形 の 文 化 財な ど を 観 光 コ ン テ ン ツ と し て磨 き 上 げ 、 活 用 す る こ と に より 、 稼 ぐ 力 を 高 め 持 続 的 な 継承 と 地 域 振 興 に つ な げ よ う とす る も の で あ る 。 こ の た め 、県 で は モ デ ル と な る 文 化 資 源を 選 定 し 、 地 域 が 一 体 と な って 付 加 価 値 を 高 め 、 観 光 や 地域 振 興 へ の 活 用 を 促 す 取 り 組

み を 検 討 す る 検 討 会 議 の 設 置を 支 援 す る 。 ま た 、 先 進 事 例や 本 県 全 域 の 活 動 状 況 の 把 握な ど 、 モ デ ル と な る 文 化 資 源の 観 光 活 用 に 向 け た 調 査 も 行う 。 モ デ ル と な る 文 化 資 源 の選 定 に つ い て は 、 市 町 村 か ら推 薦 さ れ た 中 か ら 、 現 在 の 活動 状 況 や 取 り 組 み に 対 す る 意欲 な ど を 考 慮 し 、 有 識 者 の 意見 を 踏 ま え て 選 定 し た い 。【 そ の 他 の 主 な 質 問 事 項 】・

	 や ま な し リ フ レ ッ シ ュ 農 泊推 進 事 業 費
・ 甲 府 技 術 支 援 セ ン タ ー 電 波

暗 室 整 備 事 業 費
・ 地 域 連 携 観 光 プ ラ ン 創 出 事

業 費 補 助 金

や 　 ま 　 な 　 し 　 県 　 議 　 会 　 だ 　 よ 　 り（ 3 ） 　 令 和 ４ 年 （ 2 0 2 2 年 ）4 月 2 9 日 （ 金 ）

議 会 の 傍 聴 に つ い て  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 中 継 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト 中 継 を ご 覧 く だ さ い 。

 県 議 会 事 務 局 議 事 調 査 課 （ T E L 0 5 5- 2 2 3- 1 8 1 3 ） ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

●
答

●
答

●

 問 教 育 厚 生 委 員 会

委 員 長

	 古 屋

 雅 夫

 土 木 森 林 環 境 委 員 会

委 員 長

	 猪 股

 尚 彦

　
総 務 、 教 育 厚 生 、 農 政 産 業 観 光 及 び 土 木 森 林 環 境 の 四 常 任 委 員 会 は 、 三 月 七 日 か ら 十 日 に 令 和 四 年 度

当 初 予 算 案 等 に 係 る 審 査 を 行 い ま し た 。　
な お 、 予 算 特 別 委 員 長 か ら 調 査 を 依 頼 さ れ た 議 案 に つ い て 、 三 月 十 四 日 の 予 算 特 別 委 員 会 で 、 各 常 任

委 員 長 等 が 審 査 の 内 容 及 び 審 査 結 果 を 報 告 し ま し た 。  （ 総 務 委 員 会 は 渡 辺 淳 也 委 員 長 に 代 わ り 副 委 員 長が 審 査 結 果 を 報 告 し ま し た 。  ）

犯 罪 の 起 こ り に く い社 会 づ く り 推 進 事 業 費感 染 症 対 策 専 門 人 材 養 成事 業 費

文 化 資 源 活 用 モ デ ル 創 出事 業 費Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 対 策事 業 費

●
答

●

 問

委 員 会

リ ポ  ー トリ ポ  ー トリ ポ  ー ト

リ ポ ー トリ ポ ー トリ ポ ー ト委

員

会

●

 問
●

答
●

  問

 総 務 委 員 会

副 委 員 長
	 流 石

 恭 史

 農 政 産 業 観 光 委 員 会

委 員 長

	 鷹 野

 一 雄

　
二 月 定 例 会 の 会 期 中 、  予 算 特 別 委 員 会  （ 早 川 浩 委 員 長 ）

を 六 日 間 開 催 し 、 令 和 四 年 度 当 初 予 算 案 に つ い て 審 査し ま し た 。　
三 月 十 四 日 の 部 局 別 審 査 報 告 で は 、 各 常 任 委 員 会 へ

調 査 依 頼 し た 令 和 四 年 度 当 初 予 算 案 に つ い て 、 各 常 任委 員 長 等 か ら 調 査 結 果 の 報 告 を 受 け ま し た 。  そ の う ち 、土 木 森 林 環 境 委 員 会 へ 調 査 依 頼 し た 令 和 四 年 度 山 梨 県恩 賜 県 有 財 産 特 別 会 計 予 算 案 に つ い て は 、 原 案 に 反 対す べ き も の と 報 告 さ れ ま し た 。　
三 月 十 六 日 に は 、 委 員 会 と し て 、 北 杜 市 内 の 県 有 林

内 に あ る 恩 賜 県 有 財 産 貸 付 料 減 免 措 置 を 適 用 し た 貸 付地 の 現 地 視 察 を 行 い ま し た 。　
三 月 十 七 日 、 十 八 日 の 総 括 審 査 で は 、 各 委 員 が そ れ

ぞ れ 質 問 に 立 ち 、 予 算 案 の 内 容 に つ い て た だ し た 後 、採 決 し 、 付 託 さ れ たす べ て の 議 案 に つい て 可 決 す る こ とと 決 定 し ま し た 。 なお 、 第 二 十 一 号 議 案「 令 和 四 年 度 山 梨 県一 般 会 計 予 算 」 及 び第 二 十 二 号 議 案 「 令和 四 年 度 山 梨 県 恩賜 県 有 財 産 特 別 会計 予 算 」 に つ い ては 、 そ れ ぞ れ 附 帯 決議 を 付 す こ と と 決定 し ま し た 。　
審 査 の 内 容 及 び

審 査 結 果 に つ い て 、三 月 二 十 三 日 の 本会 議 で 早 川 委 員 長が 報 告 し ま し た 。

予 算 特 別 委 員 会

委  員  長 早 川 　 　 浩

副 委 員 長 杉 原 　 清 仁

委 　 　  員

望 月 　 　 勝

河 西 　 敏 郎

渡 辺 　 淳 也

大 久 保 俊 雄

志 村 　 直 毅

向 山 　 憲 稔

卯 月 　 政 人

清 水 喜 美 男

山 田 　 七 穂

流 石 　 恭 史

佐 野 　 弘 仁

永 井 　 　 学

県 有 資 産 の あ り 方 を 考 え る山 梨 県 議 会 議 員 連 盟富 士 山 保 全 促 進 山 梨 県 議 会議 員 連 盟
　
県 有 資 産 の あ り 方 を 考 え る 山 梨 県 議 会

議 員 連 盟 （ 桜 本 広 樹 会 長 ） は 、  三 月 十 一 日 、北 杜 市 内 の 恩 賜 県 有 財 産 貸 付 料 減 額 の 対 象地 三 件 の 現 地視 察 を 行 い まし た 。 そ の 結果 、 視 察 先 の三 件 に つ い て 、事 実 誤 認 の可 能 性 が 高 い部 分 が あ る と判 明 し た こ とか ら 、 十 四 日に 桜 本 会 長 が金 子 林 政 部 長に 対 し て 調 査依 頼 書 を 提 出し ま し た 。　
富 士 山 保 全 促 進 山 梨 県 議 会 議 員 連 盟

（ 桜 本 広 樹 会 長 ） は 、 三 月 二 十 五 日 、 富士 山 世 界 遺 産 セ ン タ ー 南 館 展 示 室 の リニ ュ ー ア ル オ ー プ ン に 先 立 ち 開 催 さ れ た内 覧 会 へ 参 加 し ま し た 。　
内 覧 会 で は 、 リ ニ ュ ー ア ル に つ い て の 概

要 説 明 を 受 けた 後 、 参 加 した 議 員 が 、 リニ ュ ー ア ル され た 新 し い 展示 ガ イ ド シ ステ ム 「 ふ じ ガ イド 」 や 富 士 山信 仰 の 旅 を 疑似 体 験 で き る「 世 界 遺 産 富 士山 Ｖ Ｒ 」 を 体験 し ま し た 。

委 員 会

リ ポ  ー トリ ポ  ー トリ ポ  ー ト

リ ポ ー トリ ポ ー トリ ポ ー ト委

員

会



や 　 ま 　 な 　 し 　 県 　 議 　 会 　 だ 　 よ 　 り 令 和 ４ 年 （ 2 0 2 2 年 ）4 月 2 9 日 （ 金 ） 　 （ 4 ）

紙 面 や 議 会 広 報 へ の ご 意 見 、 ご 希 望 を お 寄 せ く だ さ い 。 ま た 、 点 字 版 ・ ホ ー ム ペ ー ジ 上 の 音 声 版 も ご 利 用 く だ さ い 。

宛 先 　 〒 4 0 0- 8 5 0 1 　 甲 府 市 丸 の 内 １ − ６ − １ 　 山 梨 県 議 会 事 務 局 議 事 調 査 課 　 T E L 0 5 5- 2 2 3- 1 8 1 4 　 F A X 0 5 5- 2 2 3- 1 8 1 7 　 E メ ー ル giji c h o s a @ p r ef. y a m a n a s hi.l g.j p

　 ₆ 月 定 例 会 は 次 の と お り 開 催 を

予 定 し 、 常 任 委 員 会 に つ い て は 分

散 開 催 を 実 施 す る 予 定 で す 。 な お 、

本 会 議 に つ い て は 、 C A T V 中 継 等

を ご 覧 く だ さ い 。

　 県 議 会 で は 、 ３ つ の 密 を 避 け

る 対 策 を 実 施 し て お り ま す 。 定

例 会 は 、C A T V  中 継 及 び イ ン タ ー

ネ ッ ト 中 継 で も ご 覧 い た だ け ま

す の で 、 ご 活 用 く だ さ い 。 な お 、

議 場 で 傍 聴 さ れ る 場 合 は 、 マ ス

ク の 着 用 、 手 指 の 消 毒 、 検 温 に

ご 協 力 い た だ き 、 体 調 が す ぐ れ

な い 場 合 に つ い て は 、 傍 聴 を ご

遠 慮 く だ さ い 。

６ 月 定 例 会 の 予 定
議 会 傍 聴 に お け る

感 染 防 止 対 策

	 6  月			2 	日 （ 木 ） 本 会 議 （ 開 会 ）

7 日（ 火 ） 本 会 議 （ 質 疑 ・ 質 問 ）

8 日（ 水 ） 本 会 議 （ 質 疑 ・ 質 問 ）

9 日（ 木 ） 本 会 議 （ 質 疑 ・ 質 問 ）

			1 0  日（ 金 ） 本 会 議 （ 質 疑 ・ 質 問 ）

			1 3  日（ 月 ） 常 任 委 員 会

	1 4  日（ 火 ） 常 任 委 員 会

1 5  日（ 水 ） 常 任 委 員 会

1 7  日（ 金 ） 本 会 議 （ 閉 会 ）

※	 現 時 点 で の 予 定 で あ り 、 今 後 変 更
と な  る  場  合  が  あ り ま  す  。

　 県 議 会 に 関 す る 各 種 情 報 を 、 ホ ー

ム ペ ー ジ か ら ご 覧 い た だ け ま す 。

　 ま た 、 本 会 議 の 会 議 録 に つ い て は 、

県 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ の 会 議 録 検 索 シ

ス テ ム の ほ か 、 県 立 図 書 館 、 最 寄 り

の 各 地 域 県 民 セ ン タ ー 、

お 住 ま い の 市 町 村 議 会

事 務 局 で も ご 覧 い た だ

け ま す 。

ホ ー ム ペ ー ジ 、 会 議 録 を
ご  覧 く だ さ い

　
西 八 代 郡 ・ 南 巨

摩 郡 選 挙 区 補 欠 選挙 で 、 長 澤 健 氏 、笠 井 辰 生 氏 が 当 選し 、 所 属 会 派 を 、長 澤 氏 が 自 由 民 主党 新 緑 の 会 、 笠 井氏 が 未 来 や ま な しと 届 け 出 ま し た 。

長 澤

  健 氏 、 笠 井

 辰 生 氏 が 当 選

山 梨 県 議 会

各 常 任 委 員 会 の 委 員 の 紹 介    令 和 ４ 年 度 の 委 員 会 構 成 が 決 ま り ま し た 。

総 合 計 画 、 県 民 生 活 、 防 災 、 県 税 、

リ ニ ア 、 警 察 、 ス ポ ー ツ 振 興

な ど に 関 す る こ と

農 業 、 水 産 業 、 産 業 、 電 気 事 業 、

観 光 、 文 化 芸 術 な ど に 関 す る こ と

教 育 、 福 祉 、 感 染 症 対 策 、

保 健 衛 生 、 子 育 て 支 援 な ど に

関 す る こ と

●● 取 り 扱 う 事 項

●● 取 り 扱 う 事 項

●● 取 り 扱 う 事 項

卯 月 政 人 ②
自 由 民 主 党 ・ 山 梨

大 月 市

宮 本 秀 憲 ②
自 由 民 主 党 ・ 山 梨

甲 府 市

浅 川 力 三 ⑤
自 由 民 主 党 ・ 山 梨

北 杜 市

久 保 田 松 幸 ③
自 由 民 主 党 ・ 山 梨

南 ア ル プ ス 市

桐 原 正 仁 ①
自 由 民 主 党 新 緑 の 会

甲 州 市

古 屋 雅 夫 ②
未 来 や ま な し

山 梨 市

水 岸 富 美 男 ③
自 由 民 主 党 ・ 山 梨

都 留 市 ・ 西 桂 町

土 橋 　 亨 ④
未 来 や ま な し

甲 府 市

河 西 敏 郎 ④
自 民 党 誠 心 会

中 央 市

白 壁 賢 一 ④
自 民 党 誠 心 会

南 都 留 郡

望 月 　 勝 ④
自 民 党 誠 心 会

西 八 代 郡 ・ 南 巨 摩 郡

笠 井 辰 生 ①
未 来 や ま な し

西 八 代 郡 ・ 南 巨 摩 郡

藤 本 好 彦 ①
未 来 や ま な し
南 ア ル プ ス 市

杉 原 清 仁 ①
自 由 民 主 党 新 緑 の 会

笛 吹 市

桜 本 広 樹 ③
自 民 党 誠 心 会
南 ア ル プ ス 市

志 村 直 毅 ①
自 民 党 誠 心 会

笛 吹 市

杉 山 　 肇 ③
自 民 党 誠 心 会
都 留 市 ・ 西 桂 町

小 越 智 子 ④
日 本 共 産 党

甲 府 市

長 澤 　 健 ①
自 由 民 主 党 新 緑 の 会
西 八 代 郡 ・ 南 巨 摩 郡

佐 野 弘 仁 ①
公 明 党
甲 府 市

鷹 野 一 雄 ①
自 民 党 誠 心 会

中 巨 摩 郡

向 山 憲 稔 ①
自 民 党 誠 心 会

甲 府 市

猪 股 尚 彦 ②
自 民 党 誠 心 会

甲 斐 市

委 員 長

清 水 喜 美 男 ②
未 来 や ま な し

甲 斐 市

委 員 長

乙 黒 泰 樹 ②
自 民 党 誠 心 会

山 梨 市

委 員 長 副 委 員 長

臼 井 友 基 ①
自 由 民 主 党 新 緑 の 会

甲 府 市

副 委 員 長

流 石 恭 史 ①
自 由 民 主 党 新 緑 の 会

南 都 留 郡

副 委 員 長

農 政 産 業
観 光 委 員 会

教 育 厚 生
委 員 会

土 木 森 林
環 境 委 員 会林 業 、 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 、 道 路 、

河 川 、 住 宅 な ど に 関 す る こ と

●● 取 り 扱 う 事 項

早 川 　 浩 ③
自 由 民 主 党 ・ 山 梨

富 士 吉 田 市

山 田 七 穂 ②
未 来 や ま な し

韮 崎 市

皆 川 　 巖 ⑦
自 民 党 誠 心 会

甲 府 市

飯 島 　 修 ③
リ ベ ラ ル 山 梨

甲 府 市

山 田 一 功 ③
自 民 党 誠 心 会

甲 斐 市

渡 辺 淳 也 ②
自 民 党 誠 心 会

富 士 吉 田 市

大 久 保 俊 雄 ①
自 民 党 誠 心 会

笛 吹 市

委 員 長

市 川 正 末 ①
自 由 民 主 党 新 緑 の 会
上 野 原 市 ・ 北 都 留 郡

副 委 員 長

掲 載 は 氏 名 、 当 選 回 数 、 所 属 会 派 、 選 挙 区 の 順 （ 令 和 ４ 年 ４ 月 ）

総 務 委 員 会

（ 定 数 1 0 ）（ 定 数 9 ）

（ 定 数 9 ）（ 定 数 9 ）

　
県 民 の た め の 県 有 地 の 貸 付 及 び 賃 料

に 関 す る 特 別 委 員 会  （ 卯 月 政 人 委 員 長 ）は 、 三 月  一  日 の  二 月 定 例 会 本 会 議 で 、 第三 十 六 号 議 案 （ 普 通 財 産 貸 付 料 減 額 の件 ）  、 第 六 十 号 議 案 か ら 第 百 五 十 四 号議 案 （ 恩 賜 県 有 財 産 貸 付 料 減 額 の 件 ）が 本 特 別 委 員 会 に 付 託 さ れ た こ と か ら 、二 日 、 三 日 に 委 員 会 を 開 催 し 、 執 行 部か ら 貸 付 料 減 額 に  つ  い  て  の 説 明 を 受 け た後 、 質 疑 を 行 い ま し た 。 二 日 間 の 委 員会 で 多 く の 質 疑 や 意 見 を 交 わ し 、 付 託案 件 を た だ し た 後 、 採 決 し 、 付 託 さ れた す べ  て の 議 案 に  つ  い  て 原 案 の と お り 可決 （ 恩 賜 県 有 財 産 貸 付 料 減 額 の 件 、 計九 十 五 議 案 の う ち 七 十 九 議 案 に  つ  い  て は賛 成 多 数 に よ り 可 決 ） す べ き も の と 決定 し ま し た 。　
本 特 別 委 員 会 は 、 裁 判 で 係 争 中 の 県

有 地 以 外 の 県 有 地 の 貸 付 及 び 賃 料 の 減免 に 関 す る こ と を 調 査 目 的 に 、 令 和 四年 二 月 定 例 会 の 最 終 日 ま で を 期 限 に 設置 し て  い ま し た が 、 恩 賜 県 有 財 産 の 貸付 料 の 減 額 に  つ  い て は 、 現 在 、 賃 借 人と 交 渉 中 の 案 件 も あ り 、 ま た 、 貸 付 地の 利 用 実 態 等 に  つ  い  て 再 調 査 が 実 施 され る こ と か ら 、 三 月 十 八 日 に 開 催 し た委 員 会 に お  い  て 、 令 和 四 年 二 月 定 例 会最 終 日 ま でと さ れ て いる 本 特 別 委員 会 の 調 査期 限 を 、 令和 四 年 九 月定 例 会 最 終日 ま で 延 期す べ き も のと 可 決 し 、二 十 三 日 の本 会 議 で 調査 期 限 の 延期 を 決 定 しま し た 。
県 民 の た め の 県 有 地 の 貸 付及 び 賃 料 に 関 す る 特 別 委 員 会

長 な が さ わ

澤

 　
健 け ん

氏 略 歴

昭 和 六 十  一  年 国 土 建設 学 院 卒 業 、 県 議 、五 十 五 歳笠 か さ

井
い

 辰 た つ

生
お

氏 略 歴

平 成 三 年 東 京 理 科 大学 卒 業 、 県 議 、五 十 七 歳

西 八 代 郡 ・ 南 巨 摩 郡 選 挙 区 補 欠 選 挙


